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解放前江南農村女性における不浄性の構造

一一性別役割・領域分担からの考察一一

神戸松蔭女子学院大学 東 美晴

1.ジェンダーと不浄性

本研究では、ジェンダーの側面からかっての

江南農村女性に関する考察を行い、さらに不浄

性の問題を通してかつての江南農村社会におけ

る性差の社会・文化的位置づけに言及していく

ものである。

( 1 )伝統農村社会おけるジェンダー

本研究において主題となるジェンダーとは、

簡単には、文化、社会的な性差を意味する言葉

である。具体的には男性らしさ、女性らしさ、

男性役割、女性役割など、それぞれの性に対し

て振り分けられた社会・文化的規範を示すもの

である ω 。また、ジェンダー論として論じら

れる範鴎は、両性の行動・支配領域としての空

間、両性の行動に結びついたものとしての道具

などの性差に基づく分類にまで広がる ω 。こ

の意味でジェンダーは、中国における陰陽思想

の男女への振り分けのように、世界観形成の重

要な要素となるものである。

さて、伝統農村社会におけるジェンダーを考

える場合、労働における男女の位置づけと、漢

民族の父系の伝統的家族概念の双方を考えない

わけにはいかない。費孝通は、かつての開弦弓

村において、女性(嫁)の地位が、彼女のもつ

製糸、養蚕技術における能力と、跡継ぎとなる

子どもを生むこととの両側面で確立されていく

ことを描いている (3)。ともに女性に振り分け
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られた役割であるが、それぞれ農民の生活世界

において女性に付与された役と、および伝統的

家族制度において女性に付与された役割と言い

換えることができる。伝統農村社会においては、

いわば日常生活における価値規範と、伝統家族

制度における価値規範の両側面から、ジェン

ダ一世界が形成されると言える。また、前者に

おいては経済的優位性の確立が、後者に置いて

は伝統的規範の強さが、ジェンダーの非対称性

を導き出すものになる。

本稿では、ジェンダーの非対称性の一つの指

標として、女性の出産における不浄性を捉え、

江南農村における不浄性の構造の背景に、その

ジェンダ一世界がどのように反映されているか

を考察していくものである。

(2)ジェンダーと不浄性

以下に女性の不浄性に関する議論を簡単に概

括し、本稿の視点を述べる。

(a)ジェンダ論ーと不浄性

不浄性の問題はジェンダー論において、一つ

の大きなテーマとして議論されてきたものであ

る。

女性の不浄性をめぐる議論の一つ方向として、

女性の不浄性はジェンダーの非対称性を表現す

るものとみなし、その不浄性の源である女性の

生理機能の世界観における位置づけに関して、

普遍的構造を見いだしていこうというものがあ

る。この方向では、オートナーが提示した自然

/文化=女性/男性という構図がよく知られて
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いる (4)。しかしながら、この普遍化は西洋社

会における自然と文化の概念に根ざしたもので

あり、多くの批判も受けている (5】。

同様に、普遍化を試みたものとしてはロサル

ドの構図がある。ロサルドは男女のそれぞれが

主として関わる領域の差異から、家庭内領域/

公的領域=女性/男性という構図を提示し、普

遍化を試みた。女性に家庭内領域があてがわれ

るのは、女性の出産、育児という生理機能に根

ざした役割によるものである。そして、ロサル

ドはダグラスの不浄性の理論を用い、不浄性と

して捉えられる女性の生理機能に基づく力は、

それを強く主張することにより男性を脅かす力

として働くことや、男性の統御することのでき

ない女性の連帯の世界を作り上げる場合のある

ことを指摘している。しかしながら、ロサルド

の示した家庭内/公的という構図もまた、多く

の社会に見いだされるとしても、その形成過程

や意味づけにおいて決して同一視できるもので

はないという観点から、普遍主義に対する批判

がなされている (6) (7) (8)。

ところで、波平は月経・出産における不浄視

について、その比較研究を行った論文において、

「男性と女性の生理的違いを、社会・文化的相

違にまで引き上げ、その対立相違する男女関係、

相互依存関係を制度的に表現しているJと指摘

している (9)。この指摘に従えば、不浄性の設

定のされ方、利用のされ方の多様性は、ジェン

ダ一世界の多様性を考察する上での一つの指標

となるうるだろう。

(b)中国における女性の不浄性の研究

さて、中国においても、女性の出産、月経に

おける血の識れが語られてきた。たとえば、血

の識れを女性の原罪として捉えるものとして、

民間に流布していた仏教教典の『血盆経』があ

る。沢田によれば、 『血盆経』は、 『水論伝』

や『金瓶梅詞話』等の明代の有名な小説中にも、
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その名が登場するという。~血盆経』では、女

性が「出産時の血のおりもので地神を汚し、ま

たは汚れた衣裳を河水に洗って、下流の善男女

がその水で諸聖に茶を供えるという不浄を致し

たためJ、女性は死後血盆地獄(血の池地獄)

に落ちるとされている(10】。

また、台湾における二つの先行研究、エイハ

ンの事例においても、植野の事例においても、

女性の経血および出産時の出血の両義性がその

議論の中心になっている(11】(12)。

エイハンの考察では、まず流された血と体内

にある血の位置づけに注目している。 i血管を

流れる血は健康にとって本質的なものであり、

生理時に流れる血は有害なものであるJという。

さらに、この血の観念は生と死に結び、つけられ

る。すなわち、体内にある時、 「血は新しい命

の成長に必要なものであるが、経血は女性が妊

娠していない時に流れるものであり、その点で

は死亡した胎児であるJという。エイハンは、

その上で、経血の力と女性の社会的役割を対比

させることによって、分析を行っている。そし

て、 「血の池地獄」引用を交え、本来男性に対

して危険を及ぼす力を持つ筈の血の力が、父系

ラインの強さによる限定を受け、女性自身を危

険に陥らせるものとして位置づけられているこ

とを指摘している。

一方、植野は、まず日常場面では女性の血の

不浄性がほとんど語られないことをあげ、祭杷

場面で流される男性の血と、女性の経血および

出産時の出血の位置づけの違いに目を向けてい

る。そして、ロサルドの議論そのままに、女性

の血の力が、公的領域では危険な破壊力となり

排除され、家庭内の生殖の領域では創造力とな

ると結論づけている。

エイハンの解釈は、父系原理的な伝統家族制

度における女性の劣位性と産出力の位置づけを、

不浄性の構造の中に見事に見いだしている。一
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方、植野の場合、ロサルドの構図にとらわれす されいた。

ぎたためか、家庭内における女性の不浄性の問 また、産後の出血に関する説明とし℃、それ

題を過小評価しすぎているように思われる。

(3)本研究の視点

調査地域においては、日常生活でもそれほど

多くの女性の不浄性が語られたわけではなかっ

た。植野の事例以上に、不浄性に関する言及は

少ないだろう。しかしながら、いくつかの興味

深い側面が見られた。

まず、出産に関する不浄性の発現は、階層に

よって異なっていた。鎮に住む経済的にも上層

階級においては、産室を「血房」と呼び、姑さ

え産室に入ることを忌むケースがあった。一方

で、農村部の農民層では、産室に関する禁忌は、

特に存在せず、一部の農民の聞では、出産に臨

んだ妻を失後ろから抱きかかえるようにして支

え、それを助けることが当然であるとみなして

いる地域もあった。このように、全体として出

産は強く隔離されるものではなかった。

また、産後の産婦が積れた状態にあるという

観念は特に存在しなかった。そのかわりに、地

域全体に「血冒」という産後の病の観念と、そ

れに対する対処方法としての禁忌が存在した。

すなわち、 「血冒j は、産後意識を失い、その

まま失血死する状態を指していた。そして、

「血官」に対する対処方法として、産後決して

深く眠り込まないように、横にならずに、布団

などを背にあてがい免れた姿勢で過ごすことが

行われていた。これは同時に、このように過ご

さなければ、 「血冒Jを引き起こして死亡する

という観念に結びついたものでもあった。さら

に、この期聞は、出血に対する実際的な対処方

法として、脚桶に藁等を敷き、その上に座り続

けることが行われていた。公式的には、十二朝

までがその期間と認識されていたが、実質的に

はそれぞれの身体の状況に応じて、期聞は短縮
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を悪い血とみなし、悪い血が排泊されてしまわ

ない限り危険であるという観念が存在していた。

そして、体内の悪い血を浄化する薬として、益

母草の煎じ薬を服用することが慣行として広く

行われていた。

「血官」に対する恐怖感のありょうは、個々

に様々であり、中には少しでも眠り込かけると

夫に起こしてもらったという女性もあれば、特

に「血冒」は強く意識されておらず、産後は

座って過ごすものだからそうしていたという女

性も存在していた。だが、少なくとも、解放以

前に家庭で出産した女性のほとんどが、この慣

行を行っていた (13)。

ところで、この「血官」の観念および、産後

に流出する血を「悪い血」とみなす観念には、

エイハンの論文中に示されている事柄といくつ

かの点で関連を持つ (4)。

まずエイハンの論文においても体内にある血

は健康に結びつく良い血であり、体外に排出さ

れた血は悪い血であるという認識が示されてい

る。ただし、この悪い血が、病に結びつけられ

るものであるか、呪術的に用いる等の象徴レベ

ルにまで結びつけられるかは異なっている。

次にエイハンは、血の池地獄に落とされる女

性に関して、子どもを生んだ女性、あるいは出

産で死亡した女性と述べている。エイハンのこ

の記述から、血の池に落とされる女性に関する

観念の序列として、厳しい場合には出産を経験

した女性全員であり、多少ゆるめられると出産

の際に死んだ女性は、あるいは難産に苦しんだ

女性ということになる。これらの女性が罪を得

ることの原因は、いずれにせよ出産時の出血が

もたらす識れであり、場合によっては出産によ

る出血全体が対象とされ、また場合によっては

ショッキングな大量出血死が問題とされたとい
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うことになるだろう。これに対して、 「血冒」

によって表現されている事柄は、大量の出血死

そのものなのである。つまり、エイハンの事例

と調査地の事例は、同じ事柄について、その事

柄によって引き起こされる不浄性とその罪を語

るか、事柄そのものに禁忌を結びつけるかの差

であると見ることもできる。

本研究においては、 「血冒Jの観念を、女性

の出産における血の撮れの一つの変形した形態

と捉え、当時の江南農村社会のどうのような構

造が、血の識れの観念を象徴世界のレベルから

病のレベルへと変化させていったのかを考察す

る。

方法としては、調査地における社会的な男女

の位置づけを明確化し、その上で犠れとしての

「血冒Jが語られる構造を分析していくことと

する。

(4)調査の概略

筆者は、上海市青浦県において、 1988年から

1995年にかけて、 7度に渡り調査を行ってき

た(16)。データの内容がインフォーマントの極

めてプライベートな事柄に関わるものであるの

で、正確な地名は伏せ、 X郷とする。なお、調

査地の概略的な位置は図 lに示す通りである。

調査は、解放前の地域の社会・文化的構造を

把握し、その上で文化人類学的視点から農村女

性の地位を位置づけていくことを目的に行って

きた。そのため、調査内容は多岐に渡っている

が、ここではX郷内の現J村、 B村、の60才以

上 (1992年時点)の女性65人に対して、婚姻、

労働、出産に関して行ったインタビ、ューを基本

データとする。また、この65件のうち、婚姻が

解放以前であったものは52件である。なお、イ

ンタビ、ューを行った時期がそれぞれ異なってお

り、その聞に筆者の観点も変化している、ある

ものは数度のインタビ、ューを繰り返しているが、
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第1図 X郷の位置

あるものは高齢のために概略的なインタビ、ュー

しか行っていないなど、個々のデータの内容は

均質ではない。

次に、データ中では、当時の地域特性に合わ

せ、インフォーマントの所属地域をJ村、 J鎮、

B鎮の3プロックに分類する。それぞれの地域

特性を簡単に述べると、 J村は純然たる農村部

であるが、 J鎮は一つの中心的な宗族によって

支えられた小鎮であった。これに対しB鎮は比

較的規模の大きい、古くから栄えた地域の中心

的な鎮であった。なお、詳細に分ければ、デー

タ中にはB鎮に隣接するB村のデータも l件含

まれるが、これはB鎮ブロック中に入れること

とする。

2. X郷における女性の社会的位置づけ

本来であれば、社会的位置づけ・文化的位置

づけの両側面から、詳細に男女の位置づけを検

討していく必要があるが、ここでは出産におけ

る血の離れの観念に変容をもたらした要因のー

っとして、 X郷における女性の社会的位置づけ
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第1表夫婦労働分業のタイプ
(単位:件)

タイプ 分 業 の 内 旬廿、ヲ J 村 J 鎮 B 鎮 ~コL 計

l 夫:農業/妻:農繁期のみ農業補助 2 3 l 6 

2 夫:農業+副業/妻:農業補助，農業 。 2 3 

3 夫:農業以外の職業/妻:農業 。 5 6 11 

4 夫:農業/妻:農業 25 。 2 27 

夫:農業/妻:農業+副業 。 。 2 2 

6 夫:農業+副業/妻:農業+副業 。 。
7 親夫婦:農業以外の家業/子夫婦:農業 。 。 2 2 

を整理してt¥く。

手順として、 (1)労働における男女の分業を

整理し、基本的に両性にそれぞれ異なった価値

が付与されていたことを示す。さらに、 (2)に

おいては、女性労働が家庭内で大きな比重をし

めるケース、および婿取りのケースを通して、

労働の側面においても、父系原理の側面におい

ても、女性がある程度男性役割に対して代替可

能な存在として位置づけられていたことを示す。

( 1 )性別役割分担と領域分担

①労働における領域分担

第 l表は婚姻が解放前であった女性52人につ

いて、当時の夫婦聞の役割分業をまとめたもの

である。タイプ lは農作業は主として男性が担

当し、女性は農繁期のみに補助的に農業を行い、

主として家庭内の仕事を行うというものである。

2、3は、男性が農業以外に現金収入を得られ

る職業を持っており、女性が家事の一環として

農作業を担当していたケースである。 4は夫、

妻ともに恒常的に農作業を行っていたという

ケースであり、 5、6は妻、あるいは妻、夫の

双方が農作業以外に補助的に現金収入を得るこ

とのできる技術を持っていたというケースであ

る。 7は1-6までのケースとは異なり、夫婦
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29 8 15 52 

-男女聞の分業ではなく、世代聞で分業を行っ

ていたケースである。ここで得られたケースで

は、上の世代夫婦が農業以外の家業に従事し、

下の世代の子供夫婦が家事として農業を行うと

いうものであった。

以上から、 J村については、分業形態は4の

タイプに集中しており、女性が恒常的に農作業

に参加することが慣行として広がっていたこと

が理解できる。また、それとともに、男女役割

に関して、ここからでは大きな差を見いだすこ

とができない。

これに対して、 J鎮では、 l、3タイプに集

中しており、男性は経済活動、女性は家事とい

うかなりはっきりとした男女聞の役割分担が見

られる。なお、 B鎮の場合、他のブロックと比

べ、比較的大きな鎮であり、個々の住人の背景

が均質ではないという特性のために、非常にば

らけた結果となっている。

②農民における規範的領域分担

第l表からは、 J村における男女聞の役割・

領域分担をはっきりと見るはできないが、 J村

の農民層においても規範的な役割・領域分担は

なかったわけではない。そこで、ここでは実際

の労働内容を取り上げて、男女それぞれの役割

がどのように設定されていたか示す。
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第2表農民家庭における規範的性別分業の構造

男 性 女 性 役割の交換

責任を持 回 ~Bl 女性→田植え、稲刈
つ耕作地 り等の田の作業は女

性に適しているとさ|
長じてい 耕す 植える れる
るとされ 運ぶ 抜く、摘む 男性→畑地の初期の
る作業 (耕作全般、力仕 (耕地の維持管理細 耕作、作物の運搬等

事) かい作業) では協力する

責任を持 米、麦 野菜、綿花、草薬な
つ作物 ど

作物の性 経済基盤となる 家庭内で加工され、 女性→女性の手によ
格 消費される る加工品は経済価値

を持つ
家事とし 家畜の世話 子供の養育 男性→調味料、衣類
ての作業 作物の売買， 買農 い物 炊事・洗濯等家庭内 等、日常生活の維持

縄絢いなど、 作業 の維持管理 に必要な品物の買い
等に必要なものの作 織布等、消費される 物も男性の仕事であ
成 ものの作成 る

責任領域 家庭の外国り 家庭の内回り
外部世界との接触

第2表は、インタビ、ューを通して得られた、

男女の役割をまとめたものである。

ところで、当時の農民の性別役割分業を考察

する場合、農民の家庭経営の上では、家事と経

済活動は分離できるものではなかったというこ

とに留意しなければならない。大きな経済基盤

は米・麦等の穀物であるが、これら自身がある

程度自家消費されるものである。また、家畜や、

野菜や綿花など畑の作物は、時には自家消費さ

れ、時には補助的収入源として売買の対象にな

るものであった。このように生産活動と消費活

動が完全に分化していなかったことが、 J村農

民の役割分担を他地域に比べ暖昧に見せている

原因の一つである。

第2表から言えることは、男性と女性は、完

全に別の場所で活動するわけではなく、耕地に

おいて、また家庭内において、それぞれの特性

に適っているとされる仕事をふり当てられてい

たことである。たとえば、農作業では田の耕作

は男性が中心であり、畑の維持管理は女性が中

心であった。家庭内でも、家畜の世話や屋外で
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の作業など外回りの仕事は男性の仕事であり、

炊事、洗濯など内側からの維持管理に関わる仕

事は女性の仕事とされていた。手仕事でも、縄

のように屋外で使うものは男性が作るものであ

り、糸を紡ぎ布を織るなど、屋内から準備され

ねばならないものは女性の手仕事であった。両

者は仕事の上で完全に独立しているわけではな

く、田に関わる作業でも田植えや稲刈り、草取

りのような細かい作業は女性に適しているとさ

れ、畑の作業でも耕作や運搬のような重労働は

男性に適した仕事とされていた。家庭内におい

ても、重労働を要する時に、男性が力を貸すこ

とは当然のこととみなされていた。このように、

同一場面における両性の特性による分業が、 J

村農民における規範的な性別分業であった。

ただし、経済の面では男性に大きく比重がか

かっていた。女性の活動範囲は、その役割の性

質上、家庭および耕地の周辺に限定されていた。

これに対して、男性の活動範囲は地租の納入や、

農産物の売買など、重い物の運搬を伴う力仕事

の延長上に、県城や鎮などの外の世界につな
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第3表事例にみる女性の仕事、職業

分類 種 類 事 伊l 内 旬廿、，
地 域

産婆 母が産婆だったので、母について習った。 J 村

姑が産婆だったので、勧められて、産婆になった。 J 村

推経(マ B村もにはないが、 B鎮で(女の人に)謝礼を払ってやっ B 村
ッサー てらう。
ジ) 11 7) 

自分隣でできる。人近女隣で頼)まれればする。謝を礼はとらない。 J 村
近 のできる ( 性 がやっているの 見て覚えた。

A 識薬草11のBI知 ある種との物は薬屋乾に持っていくと買ってくれるので、見っ J 村鎮ける 、取って 燥させておいた。 B 

織布 織ったものを庄に持っていき、買ってもらう。

編み物 母と姉底と上海に行って覚買えてきた。できあがったものを B 鎮
その に持っていき、 ってもらう。

刺繍 母に習った。できあがったものを売る。 J 村

裁縫 人に頼まれたら作る。謝礼をもらう。 B 鎮:

保栂 母は、本と人と弟を、伯父に預け、上海で保婚婚ををしていた。 B 重|男が妾 住んでいたので、姑は上海で保 していた。 B 
B 
乳母 母をは子供を生んだ後分か、家計の豊かな人の家で乳母をして乳 J 村

やってい育た。な自 の子には粥を食べさせていたので下の
子はみんなた った。

紡績工場 結婚き前、農業労働が嫌だったので、上海県の紡績工場に J 鎮
C 働 に行った。

夫の死後、夫の働いていた伊鱒め 工習で働くようにな勺た J 鎮
工場は上に ったため、 ども に 、上海に住
み込んで海働続らあき、週末働にX に戻る母とい預う生け活を50才に
なるまで けた。( き始 たのは解放前)

短工 土地家が 2ムーしかなかった。義緒父周村も長工に家村出ておりき 、自分 J 村
D の の耕家き作が済決むと、母とー に 辺の農隣 に働比 に行土 っ

た。行先はまってなかった。 内や の較的地
の多い に行った。

寡婚農業婦女性全、般晩の
夫雇農は本人37才置時もに死亡.夫fの死亡後、意く書作をすもぺて一人で J 村
った青。脱浦も 、米地牛行主に を納まめに行自 こと した。船を 他

E り、 城の の と で、 分あで漕いで運供んだ。
ケース 閑期に 、豚も、 の世話、草取りが った。子 の世話

もあり、とて 忙しかった。

父死亡、兄は他め県で労働労働。母をは纏足のため、晩労婚働できなか
った。そのた 、農業 すべて行い、 になった。 他B2 鎮件

がっていた。経済活動が外部世界とのコミュニ

ケーションの形式の一つである以上、女性は経

済活動からは疎外されていたことになる。

ば、家庭内における女性の発言力が増大すると

いう指摘が福武等によってなされている 08】。

実際、特に貧農層においては、女性もまたその

副業によって、現金収入を得ていた。さらに、

場合によっては女性が家庭内の主たる農業労働

力になっていくケースもないわけではなかった。

第3表は女'性が現金収入を得ていた事例につい

(2)性差の規範と序列

①女性による労働のバリエーション

家計における女性の経済的貢献が大きくなれ

241 
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て、それを分類し列挙したものである。

費孝通の開弦弓村のケースでは、女性労働は

製糸・養蚕に限定されていた(19)。福武の指摘

でも、女性の副業の家計に対する貢献度が増し

てくる場合という、限定がついていた (20)。確

かに、上の表でも、 A、Bのケースでは女性の

みが従事する副業、あるいは家事・育児を中心

とした女性に付与されてきた役割によっつて、

経済的貢献を果たしているケースであると指摘

することができる。これに対して、 C、D、E

に関しては、もともと男性に付与されていた役

割を、女性が担っていったケースであると言え

る。ことに、 Cの夫の死後紡績工場で働き始め

たケースや、 Eの夫の死後に農業の全般を行う

ようになったケースでは、妻が夫の役割を引き

継いでいくという観点からは興味深いケースで

ある。

ただし、女性が男性役割を担っていくことに

関しては、決して喜んで関わっていったわけで

はなかった。家庭の状況の上で、その選択をせ

ざるを得なかっただけであり、 「不幸なこと」

であるという認識が伴っていたことを付加して

おく。

(3 )労働における男女の価値

次に、労働の価値が、その性別によって序列

化されていたかどうかについて、婿取りのケー

スを通して考えていく。

第4表は、第1表に示した労働分業タイプの

J村のケースと、婚姻における婿取りの状況と

をあわせて示したものである。第4表に示すよ

うに、女性は主として家事に従事し、男性が農

業を行うというパターンの分業(タイプ1)は

2件であり、その2件がともに婿取りであった。

このタイプの家庭内における妻、夫双方の扱い

はたとえば、夫は本人6才(数え)の時、 9才

(数え)で小女婿(童養娘の男版)に来た。小
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第4表 J村における分業形態と婿取り

労働分業のタイプ 2 3 4 5 6 7 

件 数 2 1 。25 。1 。

内婿取りの件数 2 。。4 。1 。

(注)労働分業のタイプは第 l表にならう。

女婿をとったのは本人が一人娘だから。夫はそ

の時から田に出て、両親を助けて耕作していた。

本人は8才から12才の 4年間小学校に通い、学

校が終わってから牛の世話をする程度のことを

していた。本人は15才から農作業を始めるよう

になったが、基本的には家事だけであり、忙し

い時に手伝いに行く程度だった。」という状況

であった。同様に、ある女性は本人は童養娘、で

あるが、姑と男(婿)について次のように語っ

ている。

「童養娘に来たばかりの頃は家事をしていた。

糸を紡いで服を作ったり、洗濯をしたり、野菜

を苅りに畑に出たり、すべての家事をしていた。

少し大きくなって、 12才(数え)の頃から耕作

をするようになった。夫と賓と本人の3人で耕

作した。員は一日中朝から晩まで働いていた。

姑は朝から晩まで廟に行ったり、大寺に行った

りして遊んでいた。員は女婿だったからで、員

はやさしかった。姑は厳しかった。」

この二つの事例は、 「女児であっても跡取り

として大切にされる」、 「女性であっても家長

としての権限を持つ」ということを極めてはっ

きりと示しているものであり、経済的貢献度に

よる男性労働の女性労働に対する優位という考

え方は、まったく主張されていないのである。

なお婿取りの件数は、 65件中15件であり、こ

の地域においては、それほど珍しい婚姻形式で

はなかったことを付加しておく【zυ。
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第5表出産形態と禁忌のタイプ

出産方法 血冒の言及 介助者の有無

寝産 有り
無し

座産 有り 無し

言及無し

出産経験無

③まとめ

以上を通して、 J村における女性の社会的位

置づけをまとめておく。まず、日常生活におけ

る規範として、男女両性に付与された役割の規

範は存在する。しかしながら、その役割は固定

的なものではなく、夫死亡時の妻のケースのよ

うに、代替可能性のあるものである。また、そ

の一方で、父系原理が極めて弱められた形で存

在していることを見ることができる。それは、

婿取り女性に見る跡取り、家長としての女性と

いう位置づけである。ここにおいても、男児に

対する女児の代替可能性をはっきりと見いだす

ことができる。

3. X郷にみる不浄性の構造

次に、 2で示した女性の社会的位置づけが、

X郷における不浄性の構造にどのように反映さ

れているかを見てLぺ。

( 1) X郷における出産と禁忌のタイプ

第5表は、この地域の出産に関する禁忌の認

識をまとめたものである。比較的新しい方法で
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補助、介助者の限定 件数 タイプ

2 
2 

妻方女性のみ 3 A 

女性のみ 13 B 

女性、男性 6 C 

女性介助，女性檎助 5 B 

女性介助，男性補助 4 C 

男性介助，女性補助 10 D 

言及無し 3 

4 

ある寝産を除き、座産の場合の禁思のパターン

は6つに分類できる。さらに、これらの 6つの

パターンは、禁忌の程度から、出産の場面から

夫方の成員を分離するもの (A)、男性を分離

するもの (B)、男性の関与に拘らないもの

(C)、男性の積極的な関与を要求するもの

(0)と言い換えることができる。さらに、こ

のA-Oの4タイプの地域ごとの分布をまとめ

たものが第6表である。

以上から、 X郷における出産の不浄観として、

二つの特徴を上げることができる。まず、①地

域全体に「血冒」の観念は流布していた、②全

体体として、 B鎮よりはJ鎮、 J鎮よりもJ村

の形で、出産の場から男性を排除する傾向が弱

まってしぺ。この二つの傾向について、 J村の

ジェンダーと照らし合わせて、その構造の考察

を試みる。

(2) r血の識れ」の影響力

A-Oの分類の根底をなすものは、血の穣れ

の影響力をどのように捉えるかということに置

き換えることができる。たとえば、 Aのケース
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におけるB点の例では、姑が産室を「血房Jと

呼び、怖れて近づ‘かなかったというものがあっ

た。 Bについては、特に血に対する恐れは語ら

れなかったが、男性はそのような場にはいない

ものだという観念が示されたが、 Dのケースで

は妻の胎盤や死産した子どもを夫が処理してい

るケースさえあった。 少なくとも、 C、Dに

おいては、女性の血の力はなんら影響を及ぼす

ものではなく、触れることさえためらわれるも

のではないのである。

一方で、血冒の観念は、女性自身に対する血

の影響力を語るものであると言えるだろう。女

性は出産時の出血を通して、血冒に象徴される

危機に直面するのである。女性は、この時期を、

眠り込んでしまえば、そのまま死んでしまう可

能性があるから、横にならずに、座ったままで

眠り込まないように過ごしたという。現代的観

点から見れば、いささか無謀な過ごし方である

が、出産が生と死をつなぐ出来事であり、起き

ていること/眠ること=生/死という構図のも

とに過ごすことで、出産にまつわる危機を回避

し生を確実にしようとしていたことが伺われる。

血冒とは、すなわち生む性であることに根ざし

た危機を、流出する血によって表現したものな

のである。

先のC、Dのケースでは、このような危機に

ある女性/妻をサポートすることは、男性/夫

の役割であると認識されていたと言える。こと

に、同じ場面においても両性の適性に応じて分

業を行う農民の性別分業の規範では、夫が妻の

出産を介助することは特に奇異なこととは捉え

られていなかったようである。

(3) r血冒」の意義

X郷における父系原理は、女性の男性に対す

る代替可能性をかなりの程度認めたものである

ことは指摘してきた通りである。しかしながら、
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第6表禁忌タイプの地域ごとの件数
(単位:件)

出産・禁忌 J村 J鎮 B鎮 合計

A 。 l 2 3 

B 7 3 8 18 

C 8 2 。 10 
D 10 。 。 10 

あくまで基本的に優先されるのは男性であり、

男女の双方が同等の権利を有しているわけでは

なかった。 X郷がこのような社会である以上、

女性の出産や月経に極端な劣位性を付与してい

く必要性はない。かといって、完全に識別指標

を取り除いてしまえるような社会でもない。

「血冒」という出産時の特殊な病をことさら

に語らねばならない理由として、男女の境界を

ことさら明確にする必要があったのである (22)。

いわば、 「血冒Jという病は、女性が生む性で

あり、それを通して生命の危機に直面する性で

あることを物語るものである。つまり、この病

を用いて女性の不安定さを語っているのであり、

社会の継承者としての男性の優位性、正当性を

物語っていると捉えることができるだろう。

4.おわりに

最後に、 1930-40年頃の、上海近郊農村の特

性を指摘し、結びとする。

福武は、 『華中農村の構造』において、江南

農村3地区の年齢、性別人口を上げている。漸

江、江蘇地区では、女性人口が男性人口に比べ

て少ないという、従来指摘されてきた特徴が出

ている (23)。しかしながら、嘉定県を始めとす

る上海近郊農村のデータでは、むしろ女性人口

の方が多いという結果になっている。これを入

手した上海市内の4県、青浦、奉賢、川沙、南

准県の県誌に示されたデータと比較したところ、
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場所によって多少異なるが、早いところでは (5 )山崎カヲル「フェミニスト人類学の流れ」

1920年代に、遅いところでも1940年代に、女性 『男は文化で、女は自然か?~晶文社、 1987、

人口が男性人口を上回っていた【 24) (25) 

(28) (27)。また、福武は、童養娘、招婿婚など

の婚姻形式に関して、伝統的家族形態の崩れつ

つあると指摘しているが、彼の資料の中におい

て、たとえば招婿婚の割合では、江南農村の他

地域に比べ、松江県の割合が高くなってい

た (28)。これらの傾向を総合していくと、江南

農村中でも上海近郊農村は特にこの崩れの傾向

が甚だしかった地域であると指摘できるだろう。

さらに、 X郷に見られる不浄性の構造は、この

ような上海近郊農村の特性を背景に成立してい

たものと指摘できるかも知れない。

しかしながら、メイエールは花木蘭、 『楊家

将伝』の穆佳英、白蓮教の王聡児と、息子の代

わりの一人娘として、あるいは夫の死後夫の代

わりとして、女将軍として活躍した女性を列挙

している (29)0 x郷において、婿を取り家長と
して過ごした女性、あるいは夫に代わり家庭を

支えた女性は、メイエールが列挙した女性の農

民版とでも言うべきかも知れない。物語の中に

男性以上に立派に男性役割を果たした女性、現

実に男性役割を果たさねばなかった女性の存在

等を考えた時、中国の父系原理の中にある程度

の女性による代替可能性が組み込まれていたこ

とも考えられることである。

(1) rジェンダーの社会学A (江原由美子他編、

新曜社、 1989)参照。

(2) r文化人類学事典~ (弘文堂、 1987、p.407

( 3) Hsiao・TungFei，1939.Peasant Life in 

China.London:Kegan Paul.p.46 

(4) シェリ・ B・オートナー「女性と男性の関係

は、自然と文化の関係か?J (f男は文化で、

女は自然か?~晶文社、 1987、 pp.85-116

(Sherry B.Ortner.1974 Is Female to 

Male as Nature is toα必ure?)
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pp.19・20

( 6) Duglas，M.1966.Puバtyand Danger.Lon-

don:Routledge & Kegan Paul. 

(7) ミシェル・ Z・ロザルド「女性・文化・社会

一理論的概観J r男は文化で、女は自然

か?J晶文社、 1987、pp.137・170

(Michelle Zimbalist Rosaldo.1974Wom-

an，印 lture，and SocieかA Theoretical 

Overview.) 

(8)山崎、 1987、pp.23-24。

(9)波平恵美子「月経と豊鎗J ~ケガレの構造』

青土社、 1992、p.222。

(10) 津田瑞穂『地獄変』平河出版社、 1991、pp.

30-35。
(11) Emily，M.Ahern.1974 ThePowerandPol-

lution 01 Chinese Women in Margery 
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